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敬
老
の
日

　

日
本
で
は
、
九
月
の
第
三
月
曜
日
が
「
敬

老
の
日
」
で
祝
日
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
九

月
十
五
日
は
「
老
人
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
全
国
的
に
も
敬
老
の
行

事
が
多
く
、
滴
翠
会
の
各
施
設
で
も
毎
年
敬

老
に
関
す
る
行
事
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
敬
老
祝
賀
会
」
が
、
救
護
施
設
慈
翠
舘

で
九
月
五
日
に
開
催
さ
れ
、
七
十
歳
以
上
の

十
七
名
の
方
が
お
祝
い
を
受
け
ま
す
。

　
「
長
寿
を
祝
う
会
」
が
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
明
翠
苑
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華
翠
会
舘
合
同
で
九
月
七
日
に
開
催
さ
れ
、

明
翠
苑
で
は
九
十
歳
以
上
の
方
二
十
名
を
含

む
二
十
九
名
の
方
が
、
華
翠
会
舘
で
は
九
十

歳
以
上
の
方
九
名
を
含
む
十
名
の
方
が
お
祝

い
を
受
け
ま
す
。

　
「
長
寿
祝
い
の
日
」
が
、
養
護
法
人
ホ
ー

ム
滴
翠
苑
で
九
月
十
日
に
開
催
さ
れ
、
喜
寿

の
方
二
名
、
古
希
の
方
三
名
が
お
祝
い
を
受

け
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
よ
っ
て
内
容
に
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
全
員
の
皆
様
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。

慈 翠 舘 の 敬 老 祝 賀 会
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

第
三
十
七
回
納
涼
大
会

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
無
事
に
執
り
行
わ
れ

た
今
年
の
納
涼
大
会
は
、「
横
堀
の
れ
ん
街

（
模
擬
店
）」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
焼
き
ソ

バ
や
唐
揚
げ
な
ど
、
そ
の
場
で
調
理
さ
れ
た

も
の
は
ど
れ
も
み
な
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

中
で
も
当
日
の
朝
に
収
穫
し
た
「
焼
き
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
」
は
と
て
も
甘
く
て
皆
さ
ん
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
盆
踊
り
大
会
・
ゲ
ー
ム
タ
イ

ム
・
子
ど
も
神
輿
と
進
み
、
最
後
を
飾
っ
た

の
は
花
火
大
会
で
す
。
今
年
も
一
風
変
わ
っ

た
打
ち
上
げ
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
日
が
か
げ
る
前
で
あ
っ
た
た
め
に
、
夜

空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
ま
で
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
七
十
二
本
の
花
火
が
一
斉

に
輝
い
た
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
」
は
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。

　

夕
方
と
は
い
え
気
温
の
高
い
中
、
体
調
不

良
に
な
る
方
は
出
ず
に
、
皆
さ
ん
が
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
こ
と
が
何
よ
り
も
喜
ば
し
い

こ
と
で
し
た
。

　

認
知
症
の「
困
っ
た
」を
解
決

　

認
知
症
に
は
、
も
の
の
置
き
場
所
を
忘
れ

て
盗
ら
れ
た
と
思
い
込
む
「
も
の
盗
ら
れ
妄

想
」
が
見
ら
れ
ま
す
。
捜
し
物
を
手
伝
う
と

「
お
前
が
盗
っ
た
」
と
犯
人
扱
い
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
家
族
が
心
を
痛
め
る
行
動
の
一

つ
。
本
人
は
、
も
の
忘
れ
を
注
意
さ
れ
て
か

ら
、
特
に
貴
重
品
の
管
理
に
意
識
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
…
…
。
解
決
策
は
、
や
は
り
、
一

緒
に
探
す
こ
と
。
貴
重
品
が
な
い
不
安
を
察

し
て
優
し
く
声
を
掛
け
る
と
、
安
心
す
る
で

し
ょ
う
。
本
人
が
隠
す
（
置
く
）
場
所
は
、

大
抵
決
ま
っ
て
お
り
、
普
段
の
行
動
観
察
が

大
切
…
…
。　
　
　
　
　
　
（
新
聞
よ
り
抜
粋
）

　

当
施
設
に
お
い
て
も
利
用
者
か
ら
「
も
の

を
盗
ら
れ
た
」
等
の
訴
え
が
あ
っ
た
場
合
、

本
人
と
支
援
員
が
一
緒
に
捜
し
、
本
人
の
も

の
で
あ
る
事
を
確
認
し
、
取
り
出
し
や
す
い

場
所
に
整
理
し
ま
す
。
苑
で
は
衣
類
・
お
菓

子
等
の
訴
え
が
多
く
、
同
室
者
と
の
ト
ラ
ブ

納 涼 大 会 の 子 ど も 神 輿

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
老
後
を
安
心
し
て
安
全
に
過
ご
せ
ま
す
。
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�
九
月
の
行
事

　

味
覚
狩
り　
　
　
　
　
　

九
月　
　

六
日

　

長
寿
祝
い
の
日　
　
　
　

九
月　
　

十
日

　

彼
岸
法
要　
　
　
　
　
　

九
月
二
十
四
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　

九
月　

三
十
日

　

文
化
祭
作
品
作
り
風
景

　

新
入
所
者
様
も
含
め
、
利
用
者
様
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

に
あ
っ
た
作
品
作
り
を
考
え
、
実
施
し
て
行

く
事
の
難
し
さ
を
年
々
感
じ
て
い
ま
す
。
和

紙
人
形
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
も
去
年
五
名
か
ら

二
名
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
作
品
内
容
は
、
和
紙
人
形
・
刺
し

子
・
ぬ
り
絵
・
折
り
鶴
・
パ
ズ
ル
・
折
り
紙

手
芸
・
ち
ぎ
り
絵
・
万
華
鏡
・
う
ち
わ
・
楊

枝
付
箸
入
れ
・
和
紙
く
る
み
絵
等
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

折
り
紙
手
芸
は
パ
ン
ダ
と
ネ
ズ
ミ
を
作
っ

て
い
ま
す
。
パ
ン
ダ
は
白
と
黒
の
折
り
紙
を

三
角
形
に
折
り
、
五
〇
〇
個
の
パ
ー
ツ
を
組

み
合
せ
、
立
体
的
に
仕
上
げ
ま
す
。
又
、
ネ

ズ
ミ
は
、
グ
レ
ー
の
三
角
形
パ
ー
ツ
を
六
〇

〇
個
使
用
し
ま
し
た
。

　

作
品
数
が
減
っ
て
行
く
中
で
、
文
化
祭
を

継
続
し
、
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
作
品
作
り
を
考

え
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
衣
類
に
は
ネ
ー

ム
を
記
入
し
、
お
菓
子
は
同
居
者
の
物
を
含

め
、
支
援
コ
ー
ナ
ー
預
り
と
し
、
決
め
ら
れ

た
時
間
に
各
自
に
提
供
し
ま
す
。
同
じ
訴
え

が
度
々
く
り
返
し
あ
っ
た
場
合
に
も
、
そ
の

つ
ど
、
そ
の
場
で
対
応
す
る
様
に
し
て
い
ま

す
。
又
、
貴
重
品
は
事
務
所
預
り
と
し
、
本

人
よ
り
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
提
示
し
、
対

応
し
て
い
ま
す
。

文 化 祭 へ 向 け て 作 品 作 り
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　
舘
内
消
毒
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
外
出

　

八
月
一
日
に
、
舘
内
消
毒
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
増
え
て
く
る
害

虫
を
駆
除
す
る
為
、
全
舘
内
を
消
毒
し
、

隅
々
ま
で
掃
除
を
行
い
ま
す
。

　

掃
除
を
す
る
方
以
外
は
、
一
時
避
難
と
し

て
、
か
す
み
が
う
ら
市
に
あ
る
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
へ
行
き
ま
し
た
。

　

施
設
内
に
は
、
大
き
な
お
風
呂
が
あ
り
、

景
色
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
入
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
お
風
呂
の
後
は
カ
ラ
オ
ケ
を
し

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
た
り
、
お
弁
当
や
ゼ

リ
ー
・
ア
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。
食
事
の
後

は
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
を
使
用
し
た
り
、
テ
レ
ビ

を
見
た
り
と
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

慈
翠
舘
に
戻
る
と
舘
内
が
綺
麗
に
掃
除
さ

れ
て
お
り
、「
綺
麗
に
な
っ
た
ね
・
あ
り
が

と
う
・
ご
苦
労
さ
ま
」
と
言
う
声
が
自
然
と

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

暑
い
中
掃
除
を
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

介
護
体
験
学
習

　
　
　
　
　
　
常
磐
大
学　

井
口　

直
行　

　

私
の
祖
母
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
た
の
で
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
慈
翠

舘
に
来
る
事
に
な
り
、
救
護
施
設
と
い
う
施

設
を
初
め
て
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら

終
始
緊
張
し
た
状
態
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
二
日
目
に
な
る
と
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
が
優
し
く
声
を
掛
け
て
下
さ
り
、
慈
翠

舘
で
の
生
活
の
話
し
や
昔
の
話
し
を
し
て
く

れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

五
日
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
、
貴
重

な
体
験
を
通
し
様
々
な
事
を
学
ぶ
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
回
の
体
験
を
今
後
に
活
か
し
て

い
け
る
様
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

短
い
実
習
で
し
た
が
、
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「 ふ れ あ い の 里 」 で カ ラ オ ケ
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食　

事　

会

　

八
月
二
十
日
、
二
十
二
日
と
二
回
に
渡
り

希
望
者
に
よ
る
食
事
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
、

と
ん
か
つ
屋
の
二
ヶ
所
で
の
食
事
会
と
な
り

総
勢
二
十
六
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
は
十
六
名
の
方

が
参
加
し
、
中
で
も
人
気
の
高
い
メ
ニ
ュ
ー

は
ス
テ
ー
キ
系
で
し
た
。
又
、
皆
さ
ん
ド
リ

ン
ク
バ
ー
も
頼
ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
ド
リ
ン
ク
も
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
と
ん
か
つ
屋
は
十
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
や
は
り
ロ
ー
ス
か

つ
定
食
で
、
普
段
よ
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る

食
事
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
綺
麗
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
一
味
違

う
昼
食
を
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
た
様
で
、「
又

こ
ん
な
食
事
会
や
っ
て
ほ
し
い
・
楽
し
か
っ

た
・
美
味
し
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

�
職
員
研
修
・
会
議

　

ク
レ
ー
ム
対
応
力
強
化
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
一
日
・
二
日

　

�
九
月
の
行
事

　

敬
老
祝
賀
会　
　
　
　
　

九
月　
　

五
日

　

誕
生
会　
　
　
　
　
　
　

九
月　

十
三
日

　

石
岡
市
祭
礼
見
物　
　
　

九
月　

十
四
日

　

宿
泊
旅
行
（
木
更
津
方
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
十
七
日
・
十
八
日

　

県
救
護
施
設
利
用
者
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月　

十
九
日

　

彼
岸
お
墓
参
り　
　
　
　

九
月　

二
十
日

　

彼
岸
法
要　
　
　
　
　
　

九
月
二
十
四
日

食 事 会 の 模 様
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

長
寿
を
祝
う
会

　

明
翠
苑
と
華
翠
会
舘
合
同
の
「
長
寿
を
祝

う
会
」
が
九
月
七
日
（
土
）
九
時
半
か
ら
華

翠
会
舘
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
翠
苑
の
ご
家
族
も
三
十
四
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
賑
や
か
に
長
寿
を
お
祝
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
九
十
歳
以
上
の
方
二
十
名
を

は
じ
め
と
し
、
米
寿
、
喜
寿
、
古
希
の
方
を

含
め
二
十
九
名
の
方
が
、
施
設
長
か
ら
お
祝

い
の
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

明
翠
苑
の
皆
様
全
員
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
筑
波
よ

さ
こ
い
連
の
ソ
ー
ラ
ン
節
で
す
。

　

家
族
会
も
開
か
れ
、
最
近
の
施
設
の
状
況

な
ど
が
施
設
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
ご
家
族
と
一
緒
に
調
理
員
特

製
の
赤
飯
弁
当
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
ご

家
族
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

長
寿
を
祝
う
会
を
迎
え
て

明
翠
苑
万
寿
会
会
長　

仲
榮
次
郎　

　
「
長
寿
を
祝
う
会
」
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

今
年
四
月
か
ら
万
寿
会
会
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
万
寿
会
は
、
明
翠
苑
利
用
者
の
自
治
組

織
で
す
。
皆
さ
ん
の
明
翠
苑
で
の
生
活
が
よ

り
良
く
な
る
よ
う
に
、
万
寿
会
の
代
表
と
し

て
、
利
用
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

明
翠
苑
に
来
て
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
ゆ

っ
く
り
眠
れ
る
の
で
、
居
心
地
が
い
い
で
す
。

　

歳
は
七
十
八
歳
で
、
明
翠
苑
で
は
ま
だ
若

い
ほ
う
で
す
が
、
長
生
き
の
秘
訣
は
、
お
そ

ら
く
ご
飯
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
こ
と
と
、
水

を
た
く
さ
ん
飲
む
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

健
康
に
気
を
つ
け
て
、
来
年
も
ま
た
「
長

寿
を
祝
う
会
」
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
健
康
も
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

長 寿 を 祝 う 会 の ア ト ラ ク シ ョ ン
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○
長
寿
者
（
九
十
歳
以
上
）

　
　

髙
草
木　

様
（
九
十
九
歳
）

　
　

細　

川　

様
（
九
十
八
歳
）

　
　

坂　

入　

様
（
九
十
七
歳
）

　
　

猪　

狩　

様
（
九
十
七
歳
）

　
　

中　

村　

様
（
九
十
七
歳
）

　
　

飯　

嶋　

様
（
九
十
六
歳
）

　
　

小
松
㟢　

様
（
九
十
五
歳
）

　
　

鬼　

澤　

様
（
九
十
五
歳
）

　
　

久
保
田　

様
（
九
十
四
歳
）

　
　

海
老
澤　

様
（
九
十
三
歳
）

　
　

齋　

藤　

様
（
九
十
二
歳
）

　
　

小
松
㟢　

様
（
九
十
二
歳
）

　
　

長
谷
川　

様
（
九
十
二
歳
）

　
　

髙　

塚　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

河　

原　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

福　

田　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

椎　

名　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

小
松
㟢　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

植　

田　

様
（
九
十
歳
）

　
　

海
老
澤　

様
（
九
十
歳
）

　

明
翠
苑
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
の
年
齢
と

要
介
護
度
の
内
訳
は
左
の
表
の
通
り
で
す
。

　

最
高
齢
は
九
十
九
歳
の
方
で
す
。
九
十
歳

以
上
の
方
が
二
十
名
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
全
体

の
三
十
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護

の
必
要
性
が
高
い
要
介
護
四
・
五
の
方
の
割

合
が
、
六
十
四
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
長
寿
を
祝
う
会
」
で
お
祝
い
を
受
け
た
皆
様

○
米　

寿
（
八
十
八
歳
）

　
　

飯　

島　

様

　
　

久
保
田　

様

　
　

原　

田　

様

　
　

大　

山　

様

　
　

飯　

島　

様

○
喜　

寿
（
七
十
七
歳
）

　
　

冨　

田　

様

○
古　

希
（
七
十
歳
）

　
　

鹿　

内　

様

　
　

小　

室　

様

　
　

石　

見　

様
※
年
齢
は
九
月
三
十
日
現
在　

　

皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合　計
60~64歳 1 1
65~69歳 1 1 2
70~74歳 2 2 1 5 10
75~79歳 1 3 3 7
80~84歳 3 4 7
85~89歳 2 4 3 1 9 19
90~94歳 1 4 2 5 12
95~99歳 2 4 2 8
100~
合　　　計 2 8 14 14 28 66

明翠苑年齢別介護度別一覧表
H25年9月7日現在

最高齢99歳　最小齢63歳　平均84歳
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

八
月
八
日（
木
）

参加人数　　　６名（男１名　女５名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　ぼた餅、かきたま汁、
　　　　　　　ごぼうの土佐煮、
　　　　　　　小松菜の辛し和え
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　工作

　明翠苑と合同の施餓鬼法要があり
ました。もうすぐお盆です。ご先祖
様が来られます。家の中、外をきれ
いにしてお客様をお迎えしましょう。
子供たちもお土産を持って帰って来
ますね。久しぶりに会うのも楽しみ
ですね。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

八
月
十
九
日（
月
）

参加人数　　　９名（男１名　女８名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、鯖の土佐酢かけ、
　　　　　　　揚げナスの肉味噌かけ、
　　　　　　　緑和え
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　かき氷まつり

　明翠苑のかき氷まつりに参加しま
した。氷に、いちご・メロン・抹茶
等のシロップ、餡や練乳がかけてあ
り、とてもおいしかったです。暑い
日が続きます、良く眠って、良く食
べ夏バテなどしないように気を付け
ましょうね。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

八
月
十
日（
土
）

参加人数　　　11名（男２名　女９名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、タラチリソース煮、
　　　　　　　切り昆布の煮付け、
　　　　　　　キュウリとしらすの酢の物
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　工作

　月１回のふらんす亭の喫茶（喫茶店）
がありました。疲れた時には甘い物がほ
しくなります。今日はアイスクリーム・
みつ豆・ところ天等さっぱりした物が好
まれました。毎日暑いです、おいしい物
を食べて暑さを乗り切って行きましょ
う。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

八
月
二
十
六
日（
月
）

参加人数　　　10名（男１名　女９名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、白身魚の甘酢あん
　　　　　　　五目煮、あさりの辛し酢味噌
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　学習・クッキング

　クッキングでチョコスコーンを作
りました。マッサージ師の来館と重
なってしまい、いそがしい中での作
業でしたが、とてもおいしく出来、
おやつ時皆で頂きました。作る楽し
さ、出来上がるまでのドキドキ感、
味はどうかな、見た目は……等々、
楽しんで出来ました。

１日 の 生 活 の 流 れ に つ いて 学 習しました
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
三
四

　

は
じ
め
の
一
歩

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
の
に
も

拘
わ
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

人
が
結
構
多
い
と
言
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

申
請
を
す
る
の
は
家
族
が
多
い
で
し
ょ
う

か
ら
、
病
院
を
退
院
す
る
時
に
主
治
医
に
す

す
め
ら
れ
た
と
か
、
保
険
を
掛
け
る
の
と
同

じ
よ
う
に
と
り
あ
え
ず
認
定
を
受
け
て
お
こ

う
か
と
言
う
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

中
に
は
家
族
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
に
、

本
人
が
強
固
に
拒
否
す
る
の
で
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
自
宅
で
は
ど
う

し
て
も
入
浴
が
で
き
な
い
と
な
る
と
本
人
も

「
お
風
呂
に
入
り
た
い
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
っ
て
み
る
か
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
切
羽
詰
ま
っ
た
理
由
が
な
い
場
合
は

無
理
に
利
用
し
な
く
て
も
い
い
か
な
と
い
う

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

通
所
系
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
目
的
は
家

族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
・
身
体
を

動
か
し
て
体
力
を
維
持
す
る
こ
と
・
社
会
参

加
を
し
て
孤
立
感
を
な
く
す
こ
と
等
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
家
族
が
介
護
か
ら
離
れ
る
時
間

を
持
つ
こ
と
で
、
ゆ
と
り
あ
る
介
護
が
で
き

る
と
と
も
に
、
何
よ
り
も
本
人
が
“
人
々
と

関
わ
り
あ
い
な
が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
楽

し
く
生
活
す
る
こ
と
”
だ
と
思
う
ん
で
す
。

入
口
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
よ
り
も
一
歩
踏

み
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
初

め
は
拒
否
し
て
い
た
人
が
積
極
的
に
利
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ
ア
の
場
合
、
体

験
利
用
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

施
設
は
み
な
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設

ご
と
に
特
色
が
あ
る
の
で
す
。
一
度
体
験
し

て
み
て
ダ
メ
だ
っ
た
と
し
て
も
、
別
の
と
こ

ろ
に
行
っ
て
み
た
ら
、
と
て
も
気
に
入
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ま
で
拒
否
し
て
い
た
人
全

員
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
肯
定
的
に
な
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て

勧
め
て
み
る
の
も
悪
く
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

井
川　

由
美
子　



養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
特別養護老人ホームユニット型　  明 　 　 翠 　 　 苑
デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

社会福祉法人　滴　翠　会

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院

http://tekisuikai.or.jp/
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《エリンギ入りハンバーグ》
　暑さもおさまり、秋は食欲の増す季節です。普段のハンバーグにエリンギをたっぷり
入れて、カロリーを抑える他、食物繊維も多く摂取できます。

●材　料（4人分）

　　合挽き肉 ……………… 200g
　　玉葱 …………………… 1/4個
　　エリンギ ……………… 1パック
　　卵 ……………………… １個
　　パン粉 ………………… 10g
　　牛乳 …………………… 大さじ1
　　塩・コショー ………… 適量
　　ケチャップ …………… 大さじ2
　　中濃ソース …………… 大さじ2
　　酒 ……………………… 大さじ1

　一人前：エネルギー 198kcal
　　　　　塩分 1.4g

●作り方

①玉葱・エリンギはみじん切りにし、Ⓐの材
　料をすべて混ぜよくこね４等分にわける。
②フライパンに油をひき、普通のハンバーグ
　を焼く要領で焼き皿に盛り付ける。
③ハンバーグを焼いたフライパンにⒷの調味
　料をいれひと煮立ちさせハンバーグにかけ
　る。
※好きな野菜類を付け合せにして下さい。

明翠苑　管理栄養士　飯田　仁美　

Ⓐ

Ⓑ


